 赤い羽根共同募金“ありがとう”メッセージ
	① 寄付をお寄せいただいた皆様に対する感謝の気持ちと、赤い羽根共同募金の使いみちを広く
お知らせするため、“ありがとう”メッセージ及び写真の提出をお願いします。
② ご提出いただいたありがとうメッセージ及び写真は、福島県共同募金会のホームページや　　ＳＮＳ・広報紙、社会福祉協議会その他関連機関・団体等の広報誌やホームページ、赤い羽根データベースはねっと等に掲載させていただきますので、原則として公開可能なものをご提供願います。
③ 配分を受けて行った事業の様子が分かる写真を添付してください。なお、提出いただいた写真は返却しませんので、予めご了承ください。


	施 設 ・ 団 体 名
	

	担　 当　 者 　名
	

	広報紙・ホームページ、はねっと等への掲載について

（該当するものに○）
	１．メッセージ・写真とも掲載可能

２．掲載する場合の条件がある（例：後ろ姿であれば掲載可…など）

   （ 具体的には…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　）
３．掲載不可
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 赤い羽根共同募金“ありがとう”メッセージ　添付写真

　※ 公開可能な写真の添付を原則としますが、プライバシー保護などの観点から、広報誌や　　ホームページ、はねっと等への掲載不可の写真がある場合は、その旨を記載してください。
	活動の様子がわかる画像（JPGデータ）を
福島県共同募金会までメールでお送りください。
Email：akaihane@axel.ocn.ne.jp


 “ありがとう”メッセージ　について　　　重要！
●福島県共同募金会では、寄付者・協力者の皆さまに寄付金の使途をお伝えすることを通じて、地域の福祉活動への関心・理解の輪を広げてまいりたいと考えております。「ありがとうメッセージ」は、寄付者の皆様や共同募金運動にご協力いただいた方に向けて、寄付によってどのような事業が行われたのか、どのような福祉課題に対する活動が行われたのか等をお伝えする重要なものです。つきましては、「ありがとうございました」のみの記載や、参加者の声のみの羅列、「なし」といった入力、極端な短文などではなく、活動の趣旨や効果が伝わるよう、下記【「ありがとうメッセージ」の書き方のポイント】を参考にするなどして「ありがとうメッセージ」の充実を図るようお願いいたします。

●共同募金は、町内会や企業、学校など多くの県民の皆様よりご協力をいただいて寄せられた募金です。ご協力いただいた皆様に、共同募金の使いみちについてお知らせするために、ありがとうメッセージは、「寄付者の皆様」に向けてご記入ください。

【「ありがとうメッセージ」の書き方のポイント】
	福祉課題
	この配分事業は、地域のどのような福祉課題にアプローチするものなのか、誰のための／何のための活動なのか

	想い・理念
	どのような想いを込めてこの活動を立ち上げたのか／活動を行っているのか

	変化・効果
	配分金を活用して事業を行ったことで、どのような変化があったか（新たに可能になったこと、見えてきた課題や改善点、活動の雰囲気、受益者の声など）

	今後の展望
	今後、どのように活動を発展させていきたいか。


